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例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　近 藤 純 子

幹 事　加 　 藤 　 大 志 朗

会報委員長　杉 浦 守 康

2025 ～ 2026年度　国際ロータリー　フランチェスコ・アレッツォ 会長テーマ

UNITE FOR GOOD　よいことのために手を取りあおう
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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00　〈食　事〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

	 （誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（11／17）……

	 　　卓話「子どもたちが“ありのままの自分”

	 　　　　　でいられる社会」

	 　　　　　～過去・現在・未来～

	 　　講師　株式会社 dnuof

	 　　　　　　前田　直樹  様（映画監督）

（紹介者　鈴木文三郎  会員）

	 　（11／24）……休　会（法定休日）

　13：00	 14．本日のプログラム

	 　　卓話　「Bリーグの今後（B革新）と

	 　　　　　新アリーナについて」

	 　　講師　三河安城交流拠点建設募金団体

	 　　　　　　代表理事　白井　　博 様

（紹介者　宮川　　清 会員）

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘……〈会長〉

	 17．閉会宣言

　13：30	 18．散　会

ビ ジ タ ー

　岡崎RC　　峰澤　彰宏 様

　岡崎RC　　小原　　睦 様

　岡崎RC　　同前　仁史 様

　西尾RC　　山﨑　克弥 様

出 席

会員総数　93名　　出席免除　22名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　84名

欠　席　12名　　出席率　85.71％

前々回（10／20）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）小林祥浩会員のお別れの会に参列した事に対し、

お礼状を頂きました。

２）10月19日㈰に開催された、刈谷市福祉健康フェス

ティバルへの参加及び協賛のお礼状が届いておりま

す。

３）ポール・ハリス・ソサエティ会員認証状とピンが、

近藤純子会員に届きました。
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４）マルチプル・ポールハリス・フェロー第４回目認

証バッチが佐野彰彦会員に、第２回認証バッチが山

下雅則会員に届きました。

５）本日、2026 ～ 2027年度、第１回次期理事役員候

補者指名委員会を開催しました。

　　指名委員の発表

2026 ～ 2027年度

次期理事役員候補者指名委員の発表
（クラブ細則第３条）

委　員	 加藤　真治	 （会長経験者）

委　員	 神野　公秀	 （会長経験者）

委　員	 野村紀代彦	 （会長経験者）

委　員	 小川　耕示	 （会長経験者）

委　員	 加藤　英樹	 （会長経験者）

委　員	 内藤　　昇	 （直 前 会 長）

委　員	 近藤　純子	 （会　　　長）

委　員	 今村　　順	 （副　会　長）

委　員	 伊藤　節夫	 （会長エレクト）

委　員	 加藤大志朗	 （幹　　　事）

委　員	 寺田　博正	 （副　幹　事）

以上11名

　　委員会において、委員長が加藤真治会員に決定し

たことをご報告致します。

　　なお会員の皆様には、次年度の理事役員候補者の

推薦がございましたら11月27日㈭までに、指名委員

にお申し出下さい。

６）11月８日㈯　穂の国とよはし芸術劇場PLAT及

びホテルアソシア豊橋にて開催の地区大会１日目に、

加藤幹事と参加して参りました。

７）11月９日㈰　豊川市総合体育館にて開催の地区大

会２日目に参加して参りました。参加された会員の

皆様、お疲れ様でした。

幹 事 報 告

１）11月のロータリーレートは、１ドル154円となり

ました。

２）本日例会終了後に特別会議室にて、第６回の理事

会を開催致します。関係の会員は、ご参加をお願い

致します。

会 長 あ い さ つ

近藤　純子

　こんにちは！　今日は例会前の健

康診断、お疲れ様でした。医師会、

関係者の皆様ありがとうございまし

た。また本日は、私が、いつも大変

お世話になり、ご指導を頂いており

ます岡崎ロータリーと西尾ロータ

リーの方々がご来訪くださっており、

子供の頃の授業参観日のように、いつも以上に緊張して

おります。

　さて、昨日、一昨日と２日間、豊橋、豊川で開催され

ました地区大会に参加して来ました。初日は、本会議が

終わってからの２時間半が、「青少年・学友フォーラム」

にあてられておりました。これは、ロータリーは平和の

構築のために、次世代の青少年の育成に力を注ぐことが

特に重要であると考えて活動しており、その発表でした。

　青少年交換の学生さん、米山記念奨学生さん、RYLA

学友会の皆さん、インターアクト海外派遣団の皆さんそ

れぞれの紹介と活動の発表を聞かせて頂きました。

　どの発表も素晴らしかったのですが、特に青少年交換

学生として、海外で１年間過ごして来た学生さん達のお

話はとても素晴らしく、感銘を受けました。それぞれに

異国の地で経験された盛りだくさんの出来事、体験を７

分間に凝縮して発表されていました。どの方もきっと大

変なことはあったのでしょうが、それを乗り越えて、ホ

ストファミリーは勿論のこと、学校で出会った現地の友

人や世界各国から派遣されて来ていた交換学生さん達と

親しく交流し、世界中に多くの友人ができたことを伝え

てくれました。

　人生の早い時期にこのような経験が出来たことで、彼

らの目や心を世界に開くことができ、世界中に友人を持

つことができた学生さんたちのこれからの活躍と未来が

とても楽しみだと思いました。

　最後に、インターアクト海外派遣に参加された学生さ

んが、「平和を築く最強のツールとは、隣国に友達をつ

くること」だと伝えてくれました。

　ロータリーが地区の多くの予算を使って行っている青

少年育成のための奉仕活動の重要性と素晴らしさを改め

て知る機会となりました。
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健 康 診 断

還 暦 の お 祝 い

丹羽　克誌  会員

赤川　一好  会員

お 祝 い

11月の会員の誕生日…加藤哲也、黒田栄一、岡田行永、

丹羽克誌、赤川一好、尾崎秀典会員。

配偶者の誕生日…堀康子（正剛）、太田典子（宗一郎）、

市川嘉子（裕大）、深谷眞理（嘉英）、北野優子（達生）、

關香（淳之）、髙橋由香子（正典）様。

結婚記念日…塚本幸夫、白石裕司、鈴木文三郎、小川耕

示、筒井重式、佐野彰彦、盛田高史、宅野一生、髙橋

正典会員。

11月度入会記念日…堀正剛、山下雅則、花井淳、杉浦祐

介会員。

卓 話

「Bリーグの今後（B革新）と 

 新アリーナについて」

講師　三河安城交流拠点建設募金団体  　

代表理事　白井　　博  様

　B.LEAGUEは2016年に開幕し、今

シーズンで10年目を迎えます。2026―

27シーズンからは「Ｂ革新」と呼ばれ

る制度改革が始まり、クラブ経営の自

立化と地域創生を促す新たなリーグ

構造へ移行します。従来のB1・B2・

B3という区分を超え、全クラブ一体

での経営体制を目指すもので、スポーツを「地域産業」と

して育てる転換点にあります。クラブの財務基盤を強化し、

地域密着型の経済循環を生み出す仕組みづくりが今、求め

られています。

　私たちシーホース三河は、愛知県西三河地域をホーム

タウンとし、バスケットボールの普及・育成、そしてス

ポーツを通じた地域振興を掲げ活動しています。クラ

ブミッションは「感動の共有と一体感の醸成」。人と人、

企業と街をつなぐ“共創の輪”を広げること。競技だけ

でなく、地域課題の解決や次世代育成にも力を注ぎ、地

元とともに歩むクラブを目指しています。

　その象徴が、現在安城市で建設を進めている「三河安

城交流拠点（新アリーナ）」です。新幹線・在来線の両

駅から徒歩圏内という全国でも稀な立地に、約5,000席

を備えたメインアリーナを中心に、サブアリーナやクラ

ブハウスを併設。スポーツ、コンサート、展示会、教育

イベントなど、多様な交流を生み出す“地域共創の場”

を目指しています。DX（デジタル技術）やCX（顧客

体験価値）の導入により、誰もが快適に楽しめるコネク

テッド・アリーナを実現します。

　本事業は、全国初となる「負担付寄附」による民設・

公有・民営方式で進められています。企業・個人の皆様

からの寄附をもとに建設し、竣工後は市に寄附して公共

財として残す一方、民間が指定管理者として運営を担い

ます。地域に根ざした持続可能なまちづくりの新しいモ

デルケースとして、官民一体の挑戦が始まっています。

　新アリーナが完成する2028年春、西三河に新たな賑わ

いと誇りが生まれます。未来の子どもたちが夢を描き、

地域の大人たちが誇れる拠点づくりに、皆様のご理解と

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

第 ６ 回 理 事 会

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　　題

１．12月・１月のプログラム（案）について

	 〈クラブ奉仕委員長〉

	 〈プログラム委員長〉

２．�新年例会並びに合同懇親会について� 〈幹　事〉
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３．IMの会員への案内について	 〈幹　事〉

４．�ロータリー希望の風奨学金への支援協力について

� 〈幹　事〉

５．その他

Ⅲ　会場監督の所見


